
国際電気通信連合（IＴＵ）における標準化活動
Activities of NTT in standardization under International Telecommunication Union (ITU)�

●国際電気通信連合（ＩＴＵ）は、その前進である万国電信連合が創設された1865

年以来、これまで130年余りにわたって世界の電気通信にかかわる規制、標準化、

国際通信の調和など、その発展に重要な役割を果たしてきた。�

●ここでの標準化活動は、電気通信サービスを行うNTTにとって、重要な活動として

位置づけ、勧告作成および役職者の派遣などにおいて積極的に貢献してきている。�

●通信インフラ設備やネットワークの基本機能などの標準化に関して、このような公

的標準化機関での活動は、今後とも続けてゆく。�

8th period�
（1985-1988）�

日本11％� 諸外国89％�

ＮＴＴ6％�

10th period�
（1993-1996）�

日本11％� 諸外国89％�

ＮＴＴ6％�

9th period�
（1989-1992）�

日本16％� 諸外国84％�

ＮＴＴ10％�

11th period�
（1997-2000）�

日本12％� 諸外国88％�

ＮＴＴ6％�

ITU-Tへの寄書件数�
Number of contributions to ITU-T


